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資料（１）基町・紙屋町の歴史

エリア南方を東西に走る、京都と下関を結ぶ「西国街道」（近世の山陽道）は、宿駅や一里塚、街道松が整備さ
れ、参勤交代や交易に利用されるなど、五街道（東海道、中山道、日光街道、奥州街道、甲州街道）に次ぐ重要
な街道だった。
街道沿いには市場や商家が建ち並び、商業地として栄えた。なかでも、現・本通商店街は西国街道のメインルー
トで、老舗が軒を並べる横町、革屋町、播磨屋町、平田屋町といった町が誕生。京橋町界隈と鯉城通り沿いは東
西の魚市場が立っていた。なお、本通商店街振興組合は2018年、設立70周年を迎えた。

また、のちに平和記念公園の整備計画に携わる建築家の丹下健三氏は戦前の広島の繁華街について熟知しており、
「広島の銀座」だった西国街道を残したいと考えた。現在も残るゆるやかなカーブは、西国街道の名残である。

＊「広報ひろしま」（平成29年四季号・冬）、広島市中区HP「西国街道めぐり：中区版」、三井住友トラスト不動産HP「写真でひもとく 街のなりたち」、arch-hiroshima 等を元に作成

広島城下（萩博物館蔵『中国行程記』より）
大正期～昭和戦前期の紙屋町交差点（三井住友トラスト不動産HPより）

中国地方の有力武将、毛利元就は、現・広島県北
部の吉田郡山城を本拠地としていたが、孫の輝元
の代、港湾部の重要さから瀬戸内海に近い場所に
新しい拠点を求め、1589（天正17）年、太田
川デルタ（三角州）上に築城。これが現在の広島
城で、この地を広島と命名、城下町の形成がス
タートした。

1600（慶長5）年の関が原の戦い後、福島正則
が入場し、城下町の拡張整備や街道整備を進めた。
特徴的なのは干拓と築堤によって進められた点。
広島の都市づくりは水辺作り、と言われる所以だ。

城郭の旧址にあったのが「基町」。正式な町名と
なったのは1887（明治20）年。広島開基の地
といった意味合いから、と言われている。

安土桃山時代、広島城築城。港湾部の重要性から太田川デルタに
「基町」の町名は“広島開基（かいき）の地”の意から

江戸時代、内海航路沿いで人口7万人の最大都市に
西国街道沿いの本通商店街を中心に、商業が栄える

広島城下の南方の干拓が進み、江戸時代（文政年間）には新開の町村数は35に、城下の総人口は７万人前後と
なり、江戸・大坂（大阪）・京都・名古屋・金沢に次ぐ大都市となった。
瀬戸内海の航路沿い最大都市として舟運が栄え、中島界隈の街道沿いは、大店が並ぶ商業の中心地だった。

紙商が店を構えたことから「紙屋町」が誕生
紙屋町交差点は戦後、鯉城通りが開かれ十字路に

赤線部分が西国街道

1923（大正12）年、全国24主要都市とともに広島市に旧都市計画法が
適用された。その後、1927（昭和2）年に用途地域、1928（昭和3）年
に都市計画道路、1941（昭和16）年に公園に関する計画が定められた。
しかし、1945（昭和20）年8月6日の原爆投下で、計画は頓挫。戦後の
復興計画で、現在のまちの礎が作られる。

紙屋町交差点は、元々は相生通りが広島城の外堀、鯉城通りが外堀から広
島湾に通じる運河であったが、広島電気軌道（現・広島電鉄）の1912
（大正元）年開通に伴い埋め立てられた。紙屋町停留場が設けられたこと
で、紙屋町交差点周辺は市内交通の重要拠点となった。
戦前は、交差点北側に西練兵場が置かれていたため、電鉄本線と宇品線がT
字型に交わる三叉路だった。
戦後、西練兵場が廃止され、広島城から南下する鯉城通りが開かれ、十字
路の交差点に変わる。交差点の中心には電車信号所の建物があった。
西練兵場跡には広島県庁の建物が完成し、紙屋町交差点周辺には広島市民
球場やバスセンターなどができた。電車通りは戦後、拡幅されている。

なお、「紙屋町」の名称は、伊予国（現・愛媛県）の紙商、伊予屋九郎左
衛門が店を構えたことに由来している。

城下町、水辺の都市、商業地…と発展してきた基町・紙屋町。公共交通の発達、モータリゼーションにより交差点は「車優先」に城下町、水辺の都市、商業地…と発展してきた基町・紙屋町。公共交通の発達、モータリゼーションにより交差点は「車優先」に

被爆から半年後の紙屋町電停。紙屋町交差点から東に向かって撮影。奥
に福屋旧館と新館が見える（毎日新聞「広島原爆アーカイブ」より）

復興広島の記念碑的な建築である広島平和記念資料
館および平和記念公園整備の取組みは、1949（昭
和24）年より始まった。設計コンペで１等だったの
が丹下健三氏。幅員100mの平和大通りと直交し原
爆ドームに向かう景観軸を定め、軸上に慰霊碑を、
後方にゲートとしての資料館を計画した。
2019年1月には市が、この原爆ドームと慰霊碑を結
ぶ南北軸線上の景観を保全する方針「眺望景観のあ
り方」を示した。

昭和以降の紙屋町交差点の変遷

1

（2019年1月22日中国新聞より）

1930年頃

1980年頃

現 在

（写真出典：上より、中国新聞 ヒロシマ平和メディアセンター 記録写真、そごう広島店広告、
メールマガジン「ひろしまファンクラブ」）

歩行者優先

トラムとの共存

横断歩道あり

歩行者・車共存

横断歩道なし

車優先

時間軸 回遊性 高

回遊性 低



「ひろしま都⼼活性化プラン」掲載 平和記念資料館に
おける平成26年来訪者アンケート調査

平和記念資料館来館者の市内⽴ち寄り先

資料（２）基町・紙屋町を取り巻く現状

建物の老朽化に加え、まちの魅力も停滞気味。休憩スペース、回遊性などの課題も建物の老朽化に加え、まちの魅力も停滞気味。休憩スペース、回遊性などの課題も

建物の老朽化が進んでいる

2018年広島市広域商圏調査

建物の建築年数（街区単位）／⽊造建物の割合（街区単位）

「ひろしま都⼼活性化プラン」掲載 平成26年度広島市都⼼部実態調査

インバウンド効果

で来広観光客数は

増えているものの、

都心の観光場所が

限定されがち

歩⾏者密度 平⽇（平成26年10⽉30⽇ 6時間調査）

「『紙屋町・⼋丁堀地区の歩⾏環境整備計画』の
基本⽅針（案）」掲載 広島市都⼼部実態調査

同 休⽇（平成26年11⽉3⽇ 6時間調査）

広島市の国際会議開催実績の推移（左）／政令指定都市との⽐較

「広島市のMICEの推進について」掲載

観光客の滞在時間が短く、回遊性が低い

旧耐震基準以前（～1981年）

の建物が半数以上。築40年以

上の建物は約1/3にも及ぶ

MICE施設が少なく、推進が足踏み状態

商業エリアの魅力が伸び悩み歩行者の回遊が、本通りから広がっていない

歩行者および自転車ための環境、

休憩空間の整備へのニーズ大

2000年代始めは八丁堀とともに「紙屋町周

辺」がトップを走っていたが、2017年頃から

「府中町周辺」に抜かれている
本通りと鯉城通

りの一部は密度

が高いものの、

周辺への広がり

がさほどない

2

都心建物の4割が木造建築。特に、流

川・薬研堀周辺と本通り周辺に目立つ

都⼼部の道路について、今後どのような取組を進めるべきか
（複数回答可／件／N=2,194）

5～6割の人が「自転車環

境」「歩きやすい環境」を、

4割が「ベンチや休憩できる

空間」を都心部道路に求め

ている

主要な観光施設における来場者数の推移

「ひろしま都⼼活性化プラン」掲載

平和記念資料館の来場者数は年間

（2018年）152万2,000人強、

うち外国人は43万人 開催数は微増傾向にあるが、他市

に比べると件数は決して多くない

平成27年度広島市市⺠意識調査



資料（３）まちづくりに関する社会の動向 3

地域間競争の激化

官民連携でエリア一体のまちづくりに取組む傾向に官民連携でエリア一体のまちづくりに取組む傾向に

公共空間利活用の推進活発化 「車から人へ」の動き

中心市街地活性化の重要性増 公共施設の老朽化 エリアマネジメントの重要性増

都道府県別・消滅可能性都市の比率
（出典：国土交通政策研究所「『地域消滅時代』を見据
えた今後の国土交通戦略のあり方について」2014年）

人口減により、
大都市圏への集中がさらに進行

政府も、
人口減社会を活性化するのは

「地方創世」「地域の力向上」
と説く

東京都心においても
都市間の差が課題に

上：西新宿の国家戦略道路占有事業による活用「Shinjuku
Share Lounge」の様子（写真出典：事務局提供）

左：2019年3月に全国の自治体向けに開催された、国交省主
催による東京・丸の内仲通り視察会の様子（写真出典：産経デジ
タル「iza」2019年4月2日）

全国各地で、
公共空間の活用や
公的空間づくりが
注目されている

国交省は、経済活動促進のためにも
「官民ボーダーレスの都市空間創造が重要」

と提言

（出典：国土交通省「『官民ボーダーレスの
都市空間創造』の概略」2018年）

上から、東京・新宿中央公園、札
幌駅前地下歩行空間「チ・カ・
ホ」、富山・まちなか賑わい広場
「グランドプラザ」
（写真出典：事務局提供、公式HP等）

「車から人へ」の潮流を作った
と言われるタイムズ・スクエア。
歩行者空間が広くなったことで
交通事故が減少しただけなく、

来訪者数が増えた

（出典：公共R不動産HP）

「車中心」でつくられたまち
東京の西新宿や丸の内でも、

「人中心」の空間づくりに取組む

上から、公共交通の再編やオープンスペース整備などを
行う熊本県熊本市の桜町・花畑周辺地区、青森県弘前市
の赤レンガ倉庫・再生イメージ（写真出典：公式パンフ
レット、「新・公民連携最前線」）

右：富山市内を走るLRT（次世代型路面電車システム）
（出典：「事業構想」2014年6月号）

「地方創世」の鍵を握るのが
「中心市街地活性化」

「コンパクトシティ」
「次世代交通」

などがキーワード

上から、東急電鉄「広域渋谷圏構想」、三井不動産「日本橋
再生計画」、パナソニック「サスティナブル・スマートタウ
ン（SST）」、J.フロント リテイリング「アーバンドミナ
ント戦略」（写真出典：産経デジタル「iza」2019年4月2日）

各社もエリアマネジメント
によるまちづくりに乗り出している

222万㎡（延床面積）

が昭和40～50年代
のもの

（出典：広島市「広島市ハコモノ白書」2014年）

民間でも、
周辺企業および官と連携し、
まちづくりに貢献しながら

建替を行う事例が増えている

札幌市北3条広場「アカプラ」
（写真出典：公式パンフレット）



資料（４）主な上位計画の位置付けとポイント 4

広島市基本構想

第5次基本計画
［2009年／2020年度満了］

広島市都市計画マスタープラン
［2013年8月／目標年次2030年］

ひろしま都心活性化プラン
［2017年3月／目標年次2030年］

広島市が定める都市計画

高度利用型地区計画
［2018年2月］

都市再生緊急整備地域（紙
屋町・八丁堀地域）の指定

［2018年10月］

関連計画

緑の基本計画2011-2020

［目標年度2020年度］

「水の都ひろしま」構想
［2003年1月］

総合交通戦略
［2010年7月］

公共交通体系づくりの基本計画
［2015年8月／目標年次2030年］

即する

まちづくりに関する自主的な取組

部門計画

指
針

指針

上位計画等の位置付け図

都市像：国際平和文化都市
・都心の水と緑を生かした魅力ある都市空間の形成
・城下町の伝統文化を生かしたまちづくり
・安心して暮らせるコミュニティづくり

［中区の計画］・キャッチフレーズ：いき 活き 中区
・将来像：（1）多彩な人・もの・情報が行き交うまち

（2）身近な自然と歴史・文化が息づくうるおいのあるまち
（3）健康で快適に暮らせるまち
（4）コミュニティをはぐくむまち
（5）安心・安全に暮らせるまち

目標：世界に誇れる「まち」広島
・二つの核＝広島駅周辺地区、紙屋町・八丁堀地区
・楕円形の都心づくり

・［紙屋町・八丁堀地区］回遊性やにぎわい、都心の魅力づくりをリード
・［市民球場跡地］若者を中心としたにぎわいのための場

都心の将来像：誰もが集える、にぎわいと交流の都心（ま

ち）“ひろしま”

都心の6つのゾーンと将来イメージ

目標：水・緑・いのちの輝くまち ひろしま
の実現
・環境の保全
・生物多様性の確保
・レクリエーションの場の提供
・都市の防災
・良好な景観の形成
・地球温暖化対策等

［3つの柱］
・つかう～市民による水辺の活用
・つくる～水辺空間の整備とまちづくりとの一体化
・つなぐ～水辺のネットワークと水の都の仕組みづくり

理念：ひと・環境にやさしく、活力ある広島
の交通体系をめざして
［施策コンセプト］
・都市の活性化や都市生活の快適化に貢献する交通へ
・都市の魅力づくりに貢献する交通へ
・都市経営の効率化に貢献する交通へ

めざすべき公共交通体系：
［都市全体］集約型都市構造を支える公共交通体系
［都心］都心の魅力づくりを支える公共交通体系
［デルタ市街地］効率的なサービスを提供する公共交通体系

高度利用型地区計画
都市再生緊急整備地域

（紙屋町・八丁堀地域）

１. 国際平和文化都市をベースに置いたまちづくり

２. 水・緑・伝統文化…等豊富な資源の活用

３ 国際都市ならではの多様な交流を生むまちづくり

４. にぎわいと活力を促進、魅力ある都心づくりに貢献

５ 交通結節点である拠点性を生かしたネットワーク形成

■■■ 基町・紙屋町まちづくりのポイント ■■■

各計画のポイント（＊詳細は5～7ページ）

▼
各計画のポイント（＊詳細は5～7ページ）

▼

基町・紙屋町エリアは

二つの核のうちの一つ

基町・紙屋町は

重要な交通拠点であり、

「平和」「業務・商業」

「歴史・文化・スポーツ交流」

の3つのゾーンが集まるエリア

中央公園や広島城、

太田川などに囲まれた

基町・紙屋町エリアは

水や緑のネットワークを

形成しやすい

平和記念公園に隣接する

基町・紙屋町は

象徴になりえるエリア

都市の魅力づくりの

「拡大都心核」に

基町・紙屋町エリアが該当



資料（５）主な上位計画で提示されている課題 5

広島市基本構想 第5次基本計画

中区の現状と課題

■中区は、太田川河口デルタの中央部に位置し、都心を中
心として、商業、業務、行政などの多様な都市機能が集積
している。その都心においては、 「ひろしま都心ビジョ
ン」等に基づき、 魅力ある都心づくりに向けた様々な取
組が行われるとともに、 広大な敷地を有する旧広島市民
球場跡地や広島大学本部跡地では、民間の力を活用した新
たな都市機能導入に向けた検討が進められている。今後と
も、都心の魅力を積極的にアピールし、人・もの ・ 情報
が行き交う活力あるまちづくりを進める必要がある。

■市街地に4本の川が流れ、海に面し、河岸緑地や親水緑
地など水に親しむことのできる環境が整備されている。ま
た、広島城跡や縮景園、旧日本銀行広島支店などの歴
史 ・ 文化資源を有している。 これらの地域資源を活用し、
うるおいのあるまちづくりを進める必要がある。

■高齢化の進展や一人暮らし世帯の増加、町内会 ・ 自治会
への加入率の低下が進む中、互いに助け合い支え合う体制
づくりに取り組む必要がある。また、中区には、多くの企
業が立地しており、これら企業とも連携しながら、地域コ
ミュニティの活性化を図る必要がある。さらに、区内には、
様々な国籍の外国人が居住しており、外国人市民を含む地
域住民の交流を促進する必要がある。

■台風時の高潮・浸水対策や都市型犯罪への対応など、日
ごろから区民の防災・防犯意識を高め、 地域と行政が一
体となった地域の防災・防犯力の強化に取り組む必要があ
る。

広島市都市計画マスタープラン

広島市の都市づくりの課題

（1）平和都市の建設

（2）中四国地方の中枢都市としての役割の発揮

（3）本格的な地方分権社会にふさわしい都市経営

（4）都市間競争力の強化

（5）地球温暖化・エネルギー対策の推進

（6）災害に強い都市づくり

（7）観光・文化・国際交流の振興による交流人口の拡大
と定住人口の確保

ひろしま都心活性化プラン

都心の役割を担うために取り組むべき課題

（1）業務・商業
更新時期を迎える建築物の建替えを促進するとともに、建
替えに合わせた土地の高度利用、業務・商業機能の充実・
強化等により、都心にふさわしいにぎわいあふれる空間を
創出する必要があります。

（2）観光・水と緑等
都心が、これまで以上に国内外の人を惹きつけ、広島の魅
力と平和への思いを広げていく拠点となるよう、広島なら
ではの個性的で魅力ある空間を創出する必要があります。

（3）道路・交通
世界中から訪れる人が、都心を安全で快適に回遊できるよ
う、歩きやすく移動しやすい交通環境を形成する必要があ
ります。

（4）安全・居住等
都心に暮らす多様な世代の人たちが、快適で穏やかに過ご
せるよう、災害に強く、環境にも配慮した都市環境を形成
する必要があります。

緑の基本計画2011-2020

デルタ市街地緑地ゾーンの緑化推進と
緑地保全の課題

（1）環境の保全
道路緑化や工場緑化、建築物の壁面や屋上の緑化
など都市緑化の推進など

（2）生物多様性の確保
多種類の鳥類が観察できる場の保全など

（3）レクリエーションの場の提供
重要なオープンスペースとしての公園の機能の拡
充など

（4）都市の防災
身近な公園の整備などによる、近隣避難場所の確
保など

（5）良好な景観の形成
河岸緑地、親水護岸の整備など

（6）地球温暖化対策等
民有地の小規模な緑も含めた保全など

「水の都ひろしま」構想

水の都広島の課題

①水の都としての特性が生活スタイルに生かされ
ていない

②水の都にふさわしい水辺空間の整備がまだ充分
ではない

③水辺利用に対応した仕組みやネットワークづく
りが必要である

総合交通戦略

広島市の交通における課題

（1）交通分野における温室効果ガスの低減

（2）高齢社会や市民ニーズに対応した交通環境
づくり

（3）通勤や買物目的などの日常的な交通のマイ
カー依存の是正

（4）円滑な経済活動を確保する交通基盤の整備

（5）都市の魅力づくりへの貢献

（6）さらなる投資の重点化と既存ストックの有
効活用

公共交通体系づくりの基本計画

社会経済情勢の変化や
将来の都市構造から見た課題

■高齢社会に対応した交通環境づくり
■通勤や買物目的などの日常的な交通のマイカー
依存の是正

■都市の魅力づくりへの貢献
■集約型都市構造の実現のための公共交通の充
実・強化

交通実態及び公共交通の現状から見た課題

■地域特性等に応じた効率的な公共交通サービス
の提供

■路面電車とバスの定時性・速達性の向上
（デルタ周辺の交通拠点から紙屋町・八丁堀地区
へのアクセス改善）

デルタ周辺の交通拠点から紙屋町・八丁
堀地区へのアクセスは、路面電車やバス
が担っていますが、交通信号や交通渋滞
等の影響を受け、定時性・速達性に課題
があることから、公共交通サービスを充
実・強化し、利便性向上に取り組む必要
があります。

■交通拠点の強化
■郊外部における地域生活交通の確保

■■■ 基町・紙屋町まちづくり 課題キーワード ■■■

多様な都市機能 水・緑の環境活用 歴史・文化資源の活用
多様な人

（国籍、世代、来街目的）
歩行者中心 人・もの・情報ネットワーク 防災・防犯

都市再生緊急整備地域指定

緊急かつ重点的な市街地の整備の推進に関し
必要な事項（抜粋）

【全般の取組として必要な事項】
○広島ならではの自然・歴史・文化・芸術等の地域資源を
生かし、広島の顔となる風格ある良好な都市景観を形成し
つつ、地域の魅力向上と新たなにぎわいを創出
○「水の都ひろしま」にふさわしい水と緑を生かした潤い
とにぎわいのある水辺空間を形成
○利用者の利便性向上の観点に立った公共交通ネットワー
クの形成による、都心へアクセスしやすく、容易に移動で
きる交通環境の整備を推進
○まちのルールづくりや施設の管理運営などハード・ソフ
トの両面に渡り、良好な環境や地域の価値を維持・向上さ
せるための活動を地域が主体的に行うエリアマネジメント
の促進
○歩道の拡幅や建物内のバリアフリー化、誰にも分かりや
すい案内サインの設置等によるユニバーサルデザインの推
進
【個別エリアの取組として必要な事項】
○サッカースタジアムの整備場所を踏まえた旧市民球場跡
地の活用による地域の活性化
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500ｍ

所有エリア 交通拠点

検討エリア 主な地域資源

広島城

原爆
ドーム

平和記念
公園

バス
センター

広島駅

縮景園

比治山
公園

歴史・文化・スポーツ交流ゾーン

中四国地方最大の業務・商業ゾーン

平和への思いを共有するゾーン

都心居住ゾーン

広島の陸の玄関ゾーン

ボールパークゾーン

「都心活性化プラン」
6つのゾーンと将来イメージ

紙屋町交差点の半径1㎞以内に“広島らしい”観光・文化資源

（原爆ドーム、平和記念公園、広島城、縮景園）が点在

所有エリアは、広島都心のにぎわいと交流を創出する重要な3つのゾーン「歴史・文化・スポーツ交流ゾー

ン」「中四国地方最大の業務・商業ゾーン」「平和への思いを共有するゾーン」と、新しいライフスタイル創

造の要になる「都心居住ゾーン」を結ぶ、中心部に位置

広島市民
球場

＊

＊コトブキシーティング㈱納入事例より



策定年 広島市 広島圏

2001年
（平成13）

2003年
（平成15）

2004年
（平成16）

2009年
（平成21）

2010年
（平成22）

2011年
（平成23）

2013年
（平成25）

2014年
（平成26）

2015年
（平成27）

2016年
（平成28）

2017年
（平成29）

2018年
（平成30）

2019年

2020年

2021年

資料（７）主な上位計画に関する年表 7

計画期間
2020年度

目標年次
2030年

～ 目標年次
2030年

目標年次
2030年度

計画期間
2024年度

目標年度
2020年度

2020年度
満了

［2009年／2020年度満了］

広島市総合計画

基本構想 第5次基本計画 実施計画
［2009年／2020年度満了］

（前）広島市都市計画

マスタープラン

［2013年8月／目標年次2030年］

広島市都市計画マスタープラン

［2013年8月／目標年次2030年］

［2003年］

「水の都ひろしま」構想

［2003年］
ひろしまビジターズ・
インダストリー戦略

ビジターズ倍増に向けて
—千客万来の広島の実現—

［2011年／計画期間2020年度］

ひろしまビジターズ・イン

ダストリー戦略行動計画
［2011年／計画期間2020年度］

世界に誇れる「まち」
の実現に向けて

—市政推進に当たって
の基本コンセプト—

［2011年／目標年次2020年］

広島圏都市計画区域の整備、

開発及び保全の方針
［2011年／目標年次2020年］

広島市自転車都市
づくり推進計画

旧市民球場跡地
の活用方策

旧市民球場跡地の
空間づくりのイメージ

［2014年／計画期間2024年度］

「水の都ひろしま」

推進計画
［2014年／計画期間2024年度］

［2014年／目標年次2030年度］

広島市景観計画

［2014年／目標年次2030年度］

［2017年／目標年次2030年］

ひろしま都心活性化プラン

［2017年／目標年次2030年］

［2016～2019年度］

世界に誇れる「まち」

の実現に向けた取組
［2016～2019年度］

高度利用型
地区計画

都市再生緊急整備地域
（紙屋町・八丁堀地域）の指定

広島市景観形成ガイドライン

広島市景観色彩ガイドライン

「水の都ひろしま」推進計画
（改定前）

［2010年］

総合交通戦略

［2010年］

［2015年／目標年次2030年］

公共交通体系づくり

の基本計画

［2015年／目標年次2030年］

［目標年度2020年度］

広島市緑の基本計画

2011-2020
［目標年度2020年度］

2018年度 骨子作成等

2019年度 素案作成等

2021年度～

第6次基本計画期間

現・具体的な施策の目標年次＝2030年

最終目標年次＝2045年
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■広島市基本構想 第5次基本計画
［2009年／2020年度満了］

国際平和文化都市

都心の水と緑を生かした魅力ある都市空間の形成に取り組む
植物や野鳥の観察など水辺の環境学習会や公園・河岸緑地におけるオープン
カフェ、コンサートなどの多様なイベント開催により、都心の水と緑を生か
した魅力ある都市空間の形成に取り組む。

城下町の伝統文化を生かしたまちづくりを進める
広島城跡、縮景園などの歴史・文化資源のネットワーク化や「砂持加勢まつ
り」などの歴史を掘り起こしたイベントの開催により、城下町の伝統文化を
生かしたまちづくりを進める。

安心して暮らせる都心のコミュニティづくりを進める
清掃活動や花壇づくりなどの美化活動、リバーフロント住宅等における飾花
による良好な外観づくりなどの地域活動を推進し、都心における住民同士の
ふれあいとコミュニティの創出に取り組む。

幅広い市民生活にかかわる市の仕事を、計画的・効率的に行うための基本
的な方向を定める総合計画のうち、市の将来の都市像とそれを実現するた
めの施策の構想などを定めるものが基本構想。基本構想を達成するための
施策の大綱を総合的・体系的に定める長期計画が基本計画。

■広島市都市計画マスタープラン
［2013年8月／目標年次2030年］

世界に誇れる 『まち』広島

［都心、紙屋町・八丁堀地区］

・広島の「顔」である都心の求心力を一層高めるため、都心の東西の核であ
る広島駅周辺地区と紙屋町・八丁堀地区を中心に、都市基盤の再整備や多様
な都市機能の集積などを図り、二つの核が相互に刺激し高め合う「楕円形の
都心づくり」を進める。

・中四国地方最大の旅客施設であるJR広島駅を中心とした広島駅周辺地区で
は、広域的な交通結節点としての機能強化や市街地開発事業の実施による都
心の活力向上など、広島の陸の玄関にふさわしいまちづくりを進める。

・中四国地方最大の商業・業務地である紙屋町・八丁堀地区では、回遊性や
にぎわいをより一層高め、都心の魅力づくりをリードするまちづくりを進め
る。

［紙屋町・八丁堀地区］

・旧広島市民球場跡地については、「若者を中心としたにぎわいのための
場」にしていくという方向性のもと、その活用に取り組む。

・また、同跡地を含む中央公園についても、既存施設の利活用や、周辺地域
を含めた回遊性向上に向けた取組を進める。

「広島市基本構想」や「広島圏都市計画区域の整備、開発及び保全の方
針」などに即して定める、都市づくりの基本方針。

長期的な視点に立った都市づくりの目標やその実現に向けた方向性を明ら
かにし、都市づくりの総合的な指針として活用することを目的とする。

■ひろしま都心活性化プラン
［2017年3月／目標年次2030年］

誰もが集える、にぎわいと交流の都心(まち)“ひろしま”
～様々な人が平和と文化の架け橋となり、国内外から人を惹きつけ、世界に
広島を発信する～

中四国地方最大の業務・商業ゾーン

［特徴］企業の本店・支店や国の機関が集積するとともに、広域的な商業・
文化・飲食・娯楽機能等を有する、中四国地方最大の業務・商業ゾーンです
［将来イメージ］広島広域都市圏や中四国地方の発展をけん引する、業務・
商業・文化・飲食・娯楽機能等が充実・強化されるとともに、広島の顔とな
る風格ある街並みや歩いて楽しい空間が形成され、絶え間なく、にぎわいと
交流が生まれています。

歴史・文化・スポーツ交流ゾーン

［特徴］広島城、縮景園、西国街道などの歴史資源やひろしま美術館、広島
県立美術館、広島県立総合体育館などの文化・スポーツ施設があり、中央公
園、基町環境護岸や京橋川の河岸緑地など水と緑にふれることができます。
［将来イメージ］歴史・文化・スポーツ施設といった多くの地域資源を生か
して、広島ならではの水と緑豊かな都心のオアシスが形成され、人々が集い、
憩い、交流するにぎわいを創出しています。

目指す姿１ 広島の魅力が人を惹きつけ、にぎわいと交流を生み出す
目指す姿２ 市民や世界中からの来訪者も往来しやすく回遊できる
目指す姿３ 豊かな水と緑に囲まれ、多様な世代が安全・安心で快適に生活できる

「広島市基本構想」や「広島市都市計画マスタープラン」を上位計画とし
た部門計画。

都心を活性化するため、中長期的な視点で広島市の都心の将来像や目指す
姿、その具体化に向けた施策等を示すもの。

都心の6つのゾーンと将来イメージ

都市像

まちづくりの方向［相生通り以北・幟町地区］

地区区分図

都市づくりの目標

地区別の施策展開

都心部の施策展開

都心の将来像

ゾーンごとの将来イメージ

基本方針と施策の方向性
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■高度利用型地区計画
［2018年2月］

・平成２９年３月に「ひろしま都心活性化プラン」を策定し、必要に応じて
都心の地区計画を見直すこととした。
・都心部における、①建築物の老朽化、②低未利用地の増加、③建築物低層
階へのにぎわい機能の不十分な配置、④オフィスビルやホテルの床需要の増
加などの諸課題は、幹線道路の沿道の魅力向上とにぎわいを創出することに
よって、解消ないし緩和できるものであり、本取扱の適応範囲において次の
ような要件のもと指定容積率を超える容積率の制限の適用が可能となる高度
利用型地区計画への変更を行うこととした。

オープンスペース、敷地面積、建築面積
商業・業務系の用途（店舗、ホテル、事務所等）
良質なホテル（客室数及び客室面積など）
コンベンション機能を備えた良質なホテル（一定規模のホール等）

・高度利用型地区計画における容積率の緩和など当該地区計画の制限内容の
考え方及び手続等を示すことにより、地区計画の目標に沿った良好な市街地
環境の形成を図る。

「ひろしま都心活性化プラン」を指針とし見直された地区計画。都心幹線
道路の沿道に着目し、一定の要件を満たす建築物に対して容積率を緩和す
ることができるもの。

■都市再生緊急整備地域（紙屋町・八丁堀地域）
［2018年10月］

都市再生特別措置法の政令により定められ、都市開発事業などにより緊急
かつ重点的に市街地整備を推進し都市再生の拠点となるべき地域。「ひろ
しま都心活性化プラン」に掲げた施策を着実に推進していくため、県、商
工会議所とともに申出を行い、国が決定したもの。

■緑の基本計画2011-2020
［目標年度2020年度］

水・緑・いのちの輝くまち ひろしまの実現

・環境の保全
・生物多様性の確保
・レクリエーションの場の提供
・都市の防災
・良好な景観の形成
・地球温暖化対策等

［既存公園］

・旧広島市民球場跡地を含む中央公園など土地利用の変化が生じる都心の大
規模な公園は、より一層魅力ある空間を目指し再整備や有効活用する。

・平和記念公園は、原爆ドームを頂点として中央を貫く軸線上の見通しを大
切にし、慰霊・鎮魂のための聖域としての静けさや雰囲気を確保するため、
適切な維持管理に取り組む。

・平和のメッセージを国内外に広めるため、平和記念公園を活用促進する。
・地域住民が主体となり街区公園等の再生に取り組み既存公園を活用する。
・定期清掃や点検、問題点の発見に努め、公園の快適性の維持・向上を図る。
・質の高い情報の集積・受発信とＩＣＴ利活用の促進などに取り組み、公園
使用などの各種手続きへの電子申請の導入や、ホームページの充実を図る。

［中央公園］

・旧広島市民球場跡地は、環境にやさしい緑地空間とし、市民広場を中心に
様々なイベントを行うことによりにぎわいのある空間とする。

・中央公園内の各施設についても、新たなにぎわいづくりについて検討する。
・「くつろぎ空間」を充実し、新たな「にぎわい空間」の創出に取り組み、
平和記念公園と連携した都心にふさわしい機能を有する公園とする。

都市緑地法第4条に基づき広島市が定める緑に関する計画であり、「第5
次広島市基本計画」の部門計画。広島市における緑の将来像を描き、市民
やＮＰＯ、企業等と市が協働してうるおいのある緑のまちづくりを展開し
ていくための基本的な枠組みや施策への取組の視点を示すもの。

経緯と目的 目標

緑化推進と緑地保全の課題［デルタ市街地緑地ゾーン ］

施策の展開

平和の緑軸構想図
広島の平和を象徴するデ
ルタ市街地における緑づ
くりの取組を、平和の緑
軸構想図として示す。
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■「水の都ひろしま」構想
［2003年1月］

・市民が自ら水辺に深く関わって暮らし、水の都に住み、働き、憩う中で、
水辺における豊かな思い出をもつことができること。

・水辺がそのような舞台となるために、水辺自体が安全で気持ちよく、楽し
い場所となっているだけでなく、暮らしの中心である街なかとのより密接な
関係が確保されていること。

・そのような暮らしや場所づくりを支えるために、水辺を使ったネットワー
クや水辺利用のためのルールなど、水の都ならではのシステムをもっている
こと。

つかう～市民による水辺の活用
市民がそれぞれの立場で主体的に水辺を活用して、水の都らしい生活を楽し
むように、また楽しめるようにする。同時に、観光をはじめとした都市活動
の中で、水辺を役立てていくことにも積極的に取り組む。

つくる～水辺空間の整備とまちづくりとの一体化
水辺が気持ちよく、楽しく、美しく、安心できる場所となるよう必要な整備
を進める。また、水辺が都市の空間構成の中でより重要な位置を占められる
よう、まちづくりと一体となった取り組みを進める。

つなぐ～水辺のネットワークと水の都の仕組みづくり
水辺の活動や施設などを相互につないで、「つかい」「つくる」取り組みが
より円滑に幅広く展開できるような、水の都にふさわしいシステムをつくり
だす。このために、水上交通による物理的なネットワークをつくる一方で、
行政や市民活動団体を横につなぐ社会的なネットワークをつくり、ＰＲや流
域連携、ルールづくりなどのための横断的・組織的な仕組みづくりを進める。

テーマ：水の都ひろしまのシンボルとしての水辺づくり
広島を代表する水辺として観光スポットになるような、誇りある水辺空間づ
くりを行うとともに、水辺と街の一体的整備を進めていく。

1990年、国・県・市３者で策定した「水の都整備構想」を基に、社会経
済の状況や市民ニーズなどの変化に応じて新たに策定された。「水の都ひ
ろしま」実現に向けて取り組むための“よりどころ”として、水辺の整備
に加え、ネットワークづくりなどソフトの取組も重視したもの。

■総合交通戦略
［2010年7月］

ひと・環境にやさしく、活力ある広島の交通体系を目指して

1 都市の活性化や都市生活の快適化に貢献する交通へ
（1）公共交通の「生活インフラ」としての充実・強化
（2）高速性・定時性を備えた「経済インフラ」の整備
（3）自転車の「都市交通手段」としての復権
（4）人が安全で自由に移動できる交通環境の整備

2 都市の魅力づくりに貢献する交通へ
（1）「行きよい」都心づくりのための交通環境の整備

（2）都心の回遊性・にぎわいを創出する交通環境の整備

3 都市経営の効率化に貢献する交通へ
（1）交通需要マネジメントの推進
（2）既存ストックの有効利活用
（3）民間活力の活用

「広島市基本構想 第5次広島市基本計画」に即し、交通施策の効果的・
効率的な展開を図るもの。交通政策理念と施策コンセプト、力点を置くべ
き施策の方向性を明示した「新たな交通ビジョン」と、具体的な交通施策
と整備プログラムを位置付けた「交通ビジョン推進プログラム」から成る。

■公共交通体系づくりの基本計画
［2015年8月／目標年次2030年］

［都市全体］

集約型都市構造を支える公共交通体系
高齢者をはじめとする市民が過度に自動車を頼ることなく生活できる集約型
都市構造の実現に向けて、それを支える公共交通体系の構築を目指す。

▼
都心と拠点地区を連携強化する公共交通ネットワークの形成

［都心］

都心の魅力づくりを支える公共交通体系
「都市の顔である」都心の魅力を高め、都心への来訪者の誘引を図るため、
都心の魅力づくりを支える公共交通体系の構築を目指す。

▼
デルタ周辺の交通拠点から都心へのアクセス強化

［デルタ市街地］

効率的なサービスを提供する公共交通体系
路面電車やバスなど公共交通が充実しているデルタ市街地において、効率的
なサービスを提供する公共交通体系の構築を目指す。

▼
デルタ内の移動の円滑化

「広島市基本構想」及び「広島市総合交通戦略」などを上位計画とした、
主として陸上の公共交通に関する部門計画。利便性の高い公共交通ネット
ワークの構築や公共交通サービスの充実・強化を図るためのもの。目標年
次は「広島市都市計画マスタープラン」との整合性を考慮し設定。

目標

３つの柱

旧太田川(本川)（三篠橋～西平和大橋）・元安川（相生橋～平和大橋）地区

政策理念

施策コンセプト と 力点を置くべき施策の方向性

めざすべき公共交通体系 と それに向けた取組方針

階層性のある公共交通ネットワークにおけるバスの位置付けと求められる機能



サッカースタジアム
建設

球場跡地再整備 広島商工会議所移転
広島県庁本庁舎

耐震化工事
アストラムライン

延伸計画

広島駅南口
路面電車ルート変更、
高架乗り入れ広場再整備

2018
年度

2019
年度

2020
年度

2021
年度

2022
年度

資料（９）所有エリア周辺の動向

（2019年2月8日中国新聞より）

（2018年12月21日
中国新聞より）

～

bb cc dd ee ff

2019年度中
基本計画策定

2020～23年度
設計、建設

2024年春
開業目標

2019年2月
県議会定例会で

工事業者契約の議案提案

2018年９月
商工会が移転先として
市営基町駐車場を承認 2019年２月

6新駅・ルート案公表

2021年度 事業着手

2019年秋
都市計画決定

2024～25年
路面電車高架乗り入れ完了

2021年度末までに完了予定

2025年前後
再整備完了予定

2014年12月
サッカースタジアム建設候補地に選定

2015年1月 計画案公表

aa

2019年2月6日
建設候補地、中央公園で合意

商工会移転先の市営基町駐車場周辺
（2018年9月27日朝日新聞より）

耐震補強する本館（左）と南館
（2016年3月1日日刊建設工業新聞より）

所有エリア 検討エリア

500m

aa

dd

ee

bb

周辺建物開発
（2019年2月16日中国新聞より）

～

（2019年2月6日中国新聞より）

移転先

新ルート

（2015年1月広島市公表「旧市民球場
跡地の空間づくりのイメージ」より）

11

cc

ff



資料（10）所有エリア周辺の公共施設等動向 12



■施設整備事例■

熊本市桜町・花畑周辺地区 東京・練馬駅「Coconeri（ココネリ）」 高松シンボルタワー

市が中心になって進める再開発事業。交通機能（バスター
ミナル）の再整備と広場活用が柱。周辺建物（民間）の建
替えも同時進行中で、低層部の一体化やオープンスペース
の設置といった連動性を持たせている。中央を走るシンボ
ルプロムナードは、4車線道路を廃道した公共用地（市所
有）と建物の壁面後退でできた民地内の公共空間から成る。

商業・公共・医療の3つの異なる施設用途を一棟に集約す
る官民複合施設。定期借地権方式（50年）で、建物は日
立キャピタル株式会社が建設し、竣工時に建物の一部を区
に譲渡し区施設とする官民の区分所有建物。
壁面や屋上を緑化し、近接する練馬区立平成つつじ公園の
緑との連続性を形成している。

国際会議場等香川県の施
設と文化芸術ホール等高
松市の施設、民間施設の
ビジネススクエアや商業
施設が入居する。四国地

方で最も高い超高層ビル。

所在地：熊本県熊本市中央区桜町
商業施設オープン：2019年夏季
オープンスペース整備完成：2022年度
規模（面積）：約30,300㎡
入居施設：バスターミナル、コンサートホール、ホテル、商
業施設等

所在地：東京都練馬区練馬1-17-1
竣工：2014年3月
延面積：約22,700㎡
土地所有者：練馬区
建物所有者：官民区分所有

所在地：香川県高松市サンポート2-1
オープン：商業施設 2003年／公共施設 2004年
延床面積：約103,300㎡
区分所有者：香川県、高松市、シンボルタワー開発株式会社
（区分所有者の団体 高松シンボルタワー管理協議会）

■「指定管理者制度」による運営管理事例■

札幌駅前通地下歩行空間「チ・カ・ホ」 富山市まちなか賑わい広場「グランドプラザ」 名古屋市・久屋大通公園

市都心まちづくり推進室主導で整備した地下歩行空間。
20mの幅員のうち12mは歩道、両サイド4mは広場扱い
で、沿道建物との接続部は所有者から市へ無償提供してい
る。建物所有者側は、地下接続することで容積率50％割
り増しできる。まちづくり会社は壁面広告収入の自主財源
があり、2億8,000万円強の収入がある（2017年度）。

駐車場を核とした「西町・総曲輪地区」と地元百貨店（大
和富山店）を核とした「総曲輪通り南地区」をつなぐ屋根
付きの広場。2地区の区画道路と両側建物のセットバック
部分を市が無償で借り受け、一体的に整備した。
広場では常時イベントを実施。管理運営のまちづくりとや
まは、市や商工会らが出資した第三セクター。

100m道路・久屋大通の中央帯を利用した南北約2kmに
わたる帯状の公園。名古屋市のPark-PFIによる公共空間再
整備事業で、三井不動産が統括する企業グループが事業者。
南北の軸上に広場、両脇にテレビ塔や商業施設等の施設群
を配置する計画。

所在地：北海道札幌市中央区北3条～大通
供給開始：2011年3月
規模（面積）：全長約520m／約6,600㎡（広場部分のみ）
関連条例等：札幌駅前通地下広場条例
敷地所有者：札幌市、国土交通省
広場所有者：札幌市
管理者：札幌駅前通まちづくり株式会社（指定管理者制度）

所在地：富山県富山市総曲輪3-8-39
開業：2017年9月
規模（面積）：約1,400㎡
関連条例等：富山市まちなか賑わい広場条例
敷地所有者：富山市、西町・総曲輪再開発ビル管理組合、総
曲輪フェリオ管理組合
広場所有者：富山市
管理者：株式会社まちづくりとやま（指定管理者制度）

所在地：愛知県名古屋市中区
事業終了予定：2038年2月
規模（面積）：約900m／約54,500㎡
公園・収益施設の管理運営：三井不動産株式会社（統括）

■市からの「貸付け」による運営管理事例■

大阪グランフロント「うめきた広場」

大阪駅・梅田駅北側の再開発エリアに立地する複合施設。
商業、飲食、オフィス、ホテル、コンベンションセンター、
住宅等から成る。
入口にあたる大阪駅北口の正面にあるのが、うめきた広場。
約10,000㎡の広さを活かして多彩なイベントが催される。

所在地：大阪府大阪市北区大深町4-1
開業：2013年4月
規模（面積）：約10,000㎡
敷地所有者：大阪市
広場所有者：民間事業者12社＊（大阪市より借地）
管理者：阪急阪神ビルマネジメント株式会社（委託契約）

＊NTT都市開発/大林組/オリックス不動産/関電不動産開発/新日鉄興和不動産/積水
ハウス/竹中工務店/東京建物/日本土地建物/阪急電鉄/三井住友信託銀行/三菱地所
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＊データ・写真出典︓各市HP、施設オフィシャルサイト、「全国まちなか広
場研究会」等



基町・紙屋町エリア将来像研究会 （社名五十音順）※所属、役職は2019年6月現在 14

社名 所属・役職 氏名

■構成員

1 NTTアーバンソリューションズ株式会社 取締役副社長（兼 NTT都市開発株式会社 代表取締役副社長） 楠本 正幸

2 NTTアーバンソリューションズ株式会社 常務取締役／街づくり推進部長（兼 NTT都市開発株式会社 常務取締役） 篠原 宏年

3 NTT都市開発株式会社 中国支店 副支店長 手島 明彦

4 株式会社そごう・西武 執行役員／総務部長 田中 博之

5 株式会社そごう・西武 執行役員／そごう広島店 店長 吉田 幸永

6 株式会社そごう・西武 総務部付部長 浅田 宏

7 株式会社そごう・西武 そごう広島店 店舗戦略部長 西躰 真彦

8 株式会社そごう・西武 そごう広島店 総務部長 森重 勉

9 株式会社広島バスセンター 代表取締役社長 荒本 徹哉

10 株式会社広島バスセンター 常務取締役 臼井 牧生

11 株式会社広島バスセンター 取締役 谷口 勝美

12 株式会社広島バスセンター 施設管理部長 若林 啓治

13 株式会社広島バスセンター 開発整備担当課長 沖広 秀則

■事務局

14 大成建設株式会社 都市開発本部 専務本部長 金井 克行

15 大成建設株式会社 都市開発本部 副本部長 山﨑 貴士

16 大成建設株式会社 都市開発本部 まちづくり推進室 室長 小林 洋平

17 大成建設株式会社 中国支店 役員支店長 江島 明

■オブザーバー

18 日本郵政不動産株式会社 開発事業本部 資産運用部 部長 平山 裕太郎

19 日本郵政不動産株式会社 開発事業本部 プロジェクト推進部 グループリーダー 三宅 正博

■お問い合わせ先■

大成建設株式会社 都市開発本部まちづくり推進室 小林
TEL 03-5381-5155


